
北海道子実コーン組合現地検討会・シンポジウム要項 

 

・ 開催日時：平成 29年 11月 2日 ＡＭ10：30～ＰＭ17：00 

・ 開催場所  

➢ 現地検討会： 北海道長沼町柳原農場圃場 

北海道長沼町東 2線南 2番地        電話：0123-88-4428 

➢ シンポジウム：  長沼町総合保健福祉センタ－「りふれ」三世代交流室 

               北海道長沼町南町 2丁目 3番 1号     電話:0123-82-5555   

 

・ 主催：北海道子実コーン組合 

・ 共催：ホクレン農業協同組合連合会、パイオニアエコサイエンス（株） 

・ 後援：長沼町、ながぬま農業協同組合 

・ 協力：ヤンマーアグリジャパン（株）、 （株）クボタ、 エム・エス・ケー農業機械（株）、（株）コーンズ・エージー 

静岡製機（株）、金子農機（株） 

                

・ 開催内容 

➢ 現地検討会（午前 10:30～正午）＊小雨決行、雨が強い場合でも別紙集合場所へご参集ください。 

1． 北海道子実コーン組合長挨拶 

2． 大型コンバイン・汎用ヘッダーによる収穫（柳原農場所有大型コンバイン・海外製コーンヘッダー） 

国産新型汎用コンバインによる収穫：ヤンマーアグリジャパン株式会社、株式会社クボタ 

海外製播種機の展示 

3． 貯蔵、粉砕施設、出荷方法の紹介：北海道子実コーン組合 

貯蔵サイロ建設計画の紹介 

➢ 昼食・研修会会場移動(正午～午後 1：30)  

＊昼食は各自にてお済ませの上、会場移動後に受付をお済ませください。 

➢ シンポジウム（午後 1：30～午後 5：00） 

4． 行政からの子実コーン支援概要の今後の展望： 農林水産省北海道農政事務所（15分） 

5． 国産コーン使用畜産物の成果： 石川養鶏場石川尚基氏、大江ノ郷自然牧場小原社長、ホクレン

農業協同組合連合会（各 20分） 

6． 子実コーン向けに開発された乾燥機の紹介：静岡製機株式会社・金子農機株式会社（各 15分） 

7． コーン栽培事例紹介（多収事例、子実コーンクオリティ評価）：パイオニアエコサイエンス株式会社

（15分） 

8． 北海道子実コーン組合紹介と作付け拡大の喚起： 北海道子実コーン組合（15分） 

9． 質疑応答（来訪者の質問に上記発表者が回答する形式：約 60分） 

・ 参集範囲： 農業経営者、農協、市町村、都道府県、普及・研究機関、関係団体等（300名まで） 

・ 参加費： 現地研修会：無料  座学講習会：1,000円(資料、飲料等) 

・ 申し込み方法： 下記 URLへアクセスし申込フォームをご利用ください（10/25締切）。 

申込先 URL： http://p-e-s.co.jp/grain2017 

http://p-e-s.co.jp/grain2017

